
2月に入り一段と寒さが厳しくなってきました。天気図は典型的な冬型の気圧配置で、日本海側では
雪が降り続いているようです。中越地震の被害にあわれた人達には、いつもより辛く厳しい冬を迎えて
いると思います。暦では立春、雪国の春は遅いと思いますが頑張りましょう！！
さて今回のお話ですが、ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽの色から判断するｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙについてお話したいと思います。
ご存知のとおり、排気ｶﾞｽの色といってもｶﾗﾌﾙな色を排出するわけではなく、通常は無色透明で
ｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙが起きると、ｴﾝｼﾞﾝから黒色か白色の排気ｶﾞｽを排出します。
VOL.57 排気ｶﾞｽの色から判断するｴﾝｼﾞﾝﾄﾗﾌﾞﾙの話
* 排気ｶﾞｽが黒い場合 *

・ｴｱｰｴﾚﾒﾝﾄの詰まり ・噴射ﾎﾟﾝﾌﾟの不良
・吸気系の不良 　　　 ・ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰｺｱ部の詰まり

  ・ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰの不良
・排気系の不良 ・ﾏﾌﾗｰの詰まり        ・噴射ﾉｽﾞﾙの不良

    ・排気ﾌﾞﾚｰｷの作動不良
・ﾊﾞﾙﾌﾞ系の不良  ・ﾊﾞﾙﾌﾞｸﾘｱﾗﾝｽの不良

・ﾊﾞﾙﾌﾞｼｰﾄの不良     
ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽが黒くなる原因は上に書いたものが主なものですが、国際ｻｰﾋﾞｽが取扱う修理の
多くは、排気ﾌﾞﾚｰｷの作動不良やﾊﾞﾀﾌﾗｲﾊﾞﾙﾌﾞの固着、ｴｱｰｴﾚﾒﾝﾄの詰まりなどがあります。
特にｴｱｰｴﾚﾒﾝﾄの詰まりはｴﾝｼﾞﾝに良くありませんので、定期的に清掃・交換を行ってください。
「走行中にｴﾝｼﾞﾝから突然、黒煙を吐いた！」と出張して点検してみるとｴｱｰｸﾘｰﾅｰにｽｰﾊﾟｰのﾚｼﾞ袋が
吸込んでいたこともありますので、黒煙などを排出した場合ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ付近を一度点検してみてください。
* 排気ｶﾞｽが白い場合 *

・ﾊﾞﾙﾌﾞｶﾞｲﾄﾞからのｵｲﾙﾀﾞｳﾝ過大 ・ﾋﾟｽﾄﾝからのｵｲﾙｱｯﾌﾟ過大
・ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰからのｵｲﾙ漏れ ・ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ量の過多

・燃料系の不良 ・噴射ﾉｽﾞﾙの不良 　
・噴射時期の遅れ    ﾋﾟｽﾄﾝとﾗｲﾅｰ

・ｼﾘﾝﾀﾞｰ内部の損傷 　　　　       ・ﾋﾟｽﾄﾝ.ﾗｲﾅｰ.ﾘﾝｸﾞの損傷、摩耗
   ・ﾋﾟｽﾄﾝｺﾝﾛｯﾄﾞの曲がり

・ﾊﾞﾙﾌﾞ機構の損傷            ・ﾌﾟｯｼｭﾛｯﾄﾞの曲がり、折損  
・ﾛｯｶｰｱｰﾑの損傷  

白い排気ｶﾞｽを排出する場合、ｴﾝｼﾞﾝ内部の摩耗や損傷が原因 ・ﾊﾞﾙﾌﾞの損傷        
になることがわかると思います。ｴﾝｼﾞﾝ内部が損傷する多くの
原因は、ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄとｵｰﾊﾞｰﾗﾝです。
* ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄ *
ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄはｴﾝｼﾞﾝの冷却が充分に行われない為に冷却水の
温度が高くなり、やがてはﾋﾟｽﾄﾝとﾗｲﾅｰが焼付いてしまう現象
です。ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄが発生する原因は、ﾗｼﾞｴﾀｰの水量不足、
ﾗｼﾞｴﾀｰｺｱ内外の目詰まり、ﾌｧﾝﾍﾞﾙﾄの緩みや損傷・切損
による送風不足が上げられます。ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄを起こさない為
には、ﾗｼﾞｴﾀｰの水量の点検・定期交換、ﾗｼﾞｴﾀｰｺｱの洗浄、
ﾌｧﾝﾍﾞﾙﾄ点検・調整・定期交換を行うことと、水温計に注意しな
がら運転することが大切です。
* ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ *
ｴﾝｼﾞﾝを許容最高回転以上に回すことをｵｰﾊﾞｰﾗﾝといいます。走行中に誤って低すぎるｷﾞﾔにｼﾌﾄﾀﾞｳﾝ
した時や長い下り坂を減速せずに走行した場合にﾊﾞﾙﾌﾞ機構が異常な運動を起こし、ﾛｯｶｰｱｰﾑ.ﾌﾟｯｼｭﾛｯﾄﾞ
ﾊﾞﾙﾌﾞ.ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞなどが破損し、最悪の場合ﾊﾞﾙﾌﾞとﾋﾟｽﾄﾝがぶつかり壊れることがあります。ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ
を起こさない為には急激なｼﾌﾄﾀﾞｳﾝはしないことと、長い下り坂を走行するときにはｽﾋﾟｰﾄﾞやｴﾝｼﾞﾝ回転に
注意して減速をすることが一番の方法です。現在のﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝは最高速度とｴﾝｼﾞﾝ最高回転の履歴が
記録されるものがあります。ｵｰﾊﾞｰﾗﾝを起こし入工した車両の履歴を調べてみると、最高速度が72km/h、
ｴﾝｼﾞﾝの最高回転が3200rpmの履歴が残っていました。くれぐれもｽﾋﾟｰﾄﾞの出し過ぎには注意してください。

燃料が燃えていない場合
ｵｰﾊﾞｰﾋｰﾄで焼付いた

ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲｶﾞｽの量が多い

　　　ご不明な点、分からない事等ありましたら是非ご相談ください。
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吸入空気量が少ない

・圧縮圧力が低下している場合

ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙが燃えている場合

燃料噴霧の不良

燃料噴射量が多い


